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土
づ
く
り
の
徹
底 

④

落
葉
床
を
つ
く
り
固
い
土
を
改
善
す
る

92
s t e p

　

深
さ
約
60
㎝
ま
で
溝
を
掘
り
ま
す
。
一
般
的
に
野
菜
の
根
は
15
〜
30
㎝
ま
で
の
作
土
層
に
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
が
、

自
然
農
法
で
は
、
さ
ら
に
そ
の
下
の
土
層
に
ま
で
根
が
伸
び
て
い
け
る
よ
う
な
土
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　最後に掘り起こした土を戻し、畝を
つくります。

投入した落葉を足で踏み固めます。

深さ 60cm の溝に落葉を入れます。

落葉は冬場に集めておきましょう。

1

2

3

4



3自然 農法

　

前
号
で
は
、作
土
層
ば
か
り
で
な
く
、

更
に
そ
の
下
の
深
い
土
層
を
柔
ら
か
く

す
る
こ
と
に
よ
り
、
野
菜
の
根
伸
び
が

良
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
述
べ
ま

し
た
が
、
今
回
は
そ
の
方
法
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
落
葉
を
利
用
し
た
有
機
物
の

深
層
施
用
（
落
葉
床
）
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
慣
行
農
法
で
は
、
20
㎝

程
度
の
浅
い
作
土
層
に
化
学
肥
料
を
混

入
し
ま
す
。
こ
の
層
に
た
く
さ
ん
養
分

が
あ
れ
ば
、
根
は
少
な
く
て
も
養
分
を

吸
収
し
て
生
長
で
き
ま
す
。
一
方
、
自

然
農
法
で
は
、土
の
力
で
育
て
る
た
め
、

野
菜
の
根
が
伸
び
る
範
囲
を
広
く
深
く

す
る
こ
と
で
土
全
体
か
ら
養
分
を
吸
収

し
生
長
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、化
学
肥
料
を
使
用
す
る
場
合
、

一
般
的
に
春
先
に
地
温
が
低
め
で
も
野

菜
は
生
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て
、
自
然
農
法
で
は
、
春
先

に
地
温
が
低
い
と
顕
著
に
生
長
が
遅
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

落
葉
床
は
、
下
層
土
を
膨

※

軟
に
し
、

地
温
を
上
げ
る
効
果
が
あ
り
、
根
伸
び

を
良
く
す
る
た
め
に
有
効
で
す
。
こ
の

方
法
は
少
し
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

決
し
て
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
落
葉
の
準
備
、
深
溝
掘
り
、
落
葉

の
投
入
、
土
戻
し
、
堆
肥
の
投
入
、
畝

づ
く
り
の
順
序
で
確
実
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

先
ず
、
落
葉
の
準
備
で
す
が
、
ク
ヌ

ギ
、
シ
イ
、
コ
ナ
ラ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の

落
葉
広
葉
樹
の
落
葉
が
適
当
で
す
。
一

般
的
に
、
雑
木
林
と
い
わ
れ
る
山
に
生

え
て
い
る
木
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。松
、

ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
な
ど
の
針
葉
樹
や
桜
な

ど
の
落
葉
は
、１
割
程
度
に
控
え
ま
す
。

ま
た
、
イ
チ
ョ
ウ
、
ク
ス
ノ
キ
は
、
野

菜
の
根
に
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
の
で

使
用
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
落

葉
を
冬
の
間
に
集
め
、
積
み
込
ん
で
葉

が
し
ん
な
り
と
柔
ら
か
く
な
っ
た
も
の

が
良
い
で
す
。
落
葉
は
乾
い
た
状
態
で

は
な
く
、
雨
な
ど
で
水
分
を
含
ま
せ
、

湿
っ
た
状
態
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

次
に
、
畑
に
幅
40
㎝
、
深
さ
60
㎝
ぐ

ら
い
の
溝
を
掘
り
ま
す
。
こ
の
時
、
作

土
の
良
い
土
と
、
下
層
の
や
せ
た
土
は

混
ざ
ら
な
い
よ
う
別
々
に
分
け
て
お
き

ま
す
。
小
面
積
で
あ
れ
ば
ス
コ
ッ
プ
で

も
掘
れ
ま
す
が
、
面
積
が
広
い
場
合
は

ユ
ン
ボ
な
ど
の
機
械
で
掘
っ
て
も
ら
っ

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
60
㎝
掘

る
の
が
大
変
な
時
は
、
30
㎝
ぐ
ら
い
で

も
良
い
で
す
。

　

深
さ
60
㎝
の
時
は
、
落
葉
を
30
㎝
の

厚
さ
に
、
深
さ
30
㎝
の
時
は
、
15
㎝
の

厚
さ
に
な
る
よ
う
踏
み
込
み
ま
す
。
次

に
作
土
層
の
土
を
溝
に
戻
し
、そ
の
後
、

下
層
の
土
を
戻
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
下
層
の
土
に
は
、
１
ｍ
の
畝
で
大
体

３
〜
５
㎏
程
度
の
堆
肥
を
混
入
す
れ
ば

良
い
で
し
ょ
う
。
最
後
に
溝
の
あ
っ
た

上
に
土
を
寄
せ
て
畝
を
作
り
ま
す
。

　

下
層
の
土
が
固
い
で
も
こ
の
よ
う
に

し
て
落
葉
床
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、、

す
く
す
く
と
根
が
伸
び
て
野
菜
の
生
長

が
と
て
も
良
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
ナ

ス
や
ハ
ク
サ
イ
な
ど
、
根
が
深
い
野
菜

に
適
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
方
法
は
、
地
下
水
位
が
高
か
っ
た

り
、
水
田
の
跡
地
や
粘
土
の
多
い
排
水

の
悪
い
畑
で
は
、
落
葉
が
分
解
せ
ず
効

果
が
な
い
の
で
、
や
ら
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

kitchen garden 家庭菜園

農事暦

９月、10月にできる主な農作業

夏
野
菜
の
収
穫
が
終

わ
り
を
迎
え
る
中
、

秋
野
菜
の
作
付
け
が
始
ま

り
ま
す
。
す
で
に
樹
勢
が

衰
え
た
も
の
に
つ
い
て
は

根
を
残
し
て
刈
り
取
り
ま

す
。
そ
こ
に
ス
コ
ッ
プ
を
入
れ
て
揺

ら
す
よ
う
に
し
な
が
ら
20
〜
30
㎝
間

隔
で
耕
起
し
て
ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
秋

野
菜
の
種
を
ま
き
ま
す
。
発
芽
後
は

低
温
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
育
て
ま

し
ょ
う
。エンドウ、ソラマメ

カブ、ゴボウ
ダイコン、コマツナ
シュンギク
タマネギ、ハクサイ
ホウレンソウ

定植は種
イチゴ、ブロッコリー
ニンニク、キャベツ
ニラ

収穫
ピーマン、シシトウ
ラッカセイ
サツマイモ
サトイモ、コマツナ
サラダナ、パセリ
ハネギ

※
大
仁
農
場
で
の
実
施
日
を

基
本
に
し
て
い
ま
す
。

※
膨
軟
（
ぼ
う
な
ん
）
＝
フ
カ
フ
カ
で
柔
ら
か
い
状
態



4自然 農法

イベント名 実施日 備考実施場所

（税）タックスサ
ポートイトカズ那
覇事務所駐車場

MOA 大宜味農場
沖縄県

安心やさい市

自然農法研修会

毎週土曜日

平成 26 年９月 20 日
〜９月 21 日

生産者が旬の新鮮な野菜を持ち寄りま
す。皆様のお越しをお待ちしています。
開催時間は 10 時〜 17 時

これから自然農法を始めたい方など、ど
なたでも参加できます。詳しくは沖縄支
所（安慶名）へお尋ねください。

安心やさい市 沖縄市

那覇市

大宜味村

自然食品ショップ
ポワル

ＭＯＡ沖縄中部店
駐車場

 平成 26 年９月 12 日
10 月 10 日

地域の自然農法産物を中心に即売会を行
います。毎月第 2 金曜日、11 時～ 13
時まで。皆さまのお越しをお待ちしてい
ます。

詳細は沖縄支所（0980-43-2641）まで。

詳細は（特活）ＭＯＡ自然農法春日井文化事業団／早矢仕（0568-32-3868）

自然農法セミナー

自然農法セミナー

秋の収穫まつり

自然農法セミナー

さつきの会「朝市」

岩倉市

松本市

阿南町

春日井市

豊川市

生涯学習センター

阿南農場

松本市梓川老人
福祉センター

春日井市市民活動
支援センター

ＭＯＡ健康生活館
　豊川

 平成 26 年９月５日

 平成 26 年 10 月６日

 平成 26 年 10 月 26 日

平成 26 年 10 月 12 日

 毎週土曜日

開催時間は 10 時〜 12 時。

開催時間は 13 時 30 分〜 15 時 30 分。

収穫体験や農産物販売などイベントもり
だくさん。開催時間は 10 時〜 14 時。

開催時間は 10 時〜 12 時。

開催時間は９時〜 12 時。
詳細は「さつきの会」／鈴木（0553-86-2524）まで。

自然農法セミナー 春日井市 鷹来公民館  平成 26 年９月４日 開催時間は 10 時〜 12 時。
詳細は「火・水・土の会」／勝本（0568-85-9845）まで。

詳細は「ヒーリングキッチン」／大西（0587-93-2989）まで。

詳細は「健康を考える会」／太田（0263-78-2780）まで。

詳細は「阿南農場」（0260-22-3730）まで。

愛知県

長野県

若葉健康生活ネッ
トワーク大島農園

平成 26 年 10 月 26 日
13 時 30 分～

平成 26 年 10 月 27 日
10 時～

自然農法栽培技術講座 総社市

笠岡市

倉敷市

岡山市

津山市

笠岡学園

阿部農園

森安農園

戸脇公会堂

平成 26 年 10 月 25 日
10 時～

平成 26 年 10 月 25 日
13 時 30 分～

平成 26 年 10 月 26 日
10 時〜

各場所とも定員 20 名。
受講料	 1,000 円
※生産者会員と賛助会員は 500 円
総社市の講座は募集定員残り僅か。

岡山県 詳細は鍵山普及員（090-4890-4357）　s-kagiyama@moa-inter.or.jp　まで。

羽島市

岐阜市

揖斐市

大垣市

岐阜市

羽島文化センター

高桑コミュニティ

揖斐センター

安井地区センター

岐阜会館
中濃西部農園

①平成 26 年９月 13 日
②平成26年10月11日

平成 26 年
①９月６日、27 日
② 10 月 11 日、25 日

平成 26 年９月８日

平成 26 年９月 29 日

①平成 26 年９月７日
②平成 26 年９月 21 日

平成 26 年 10 月 18 日

開催時間は①②ともに 13 時〜。主催は
羽島普及会

開催時間は①が９時 30 分〜。②が９時
39 分〜。主催は長良なずな普及会。

開催時間は 10 時〜。主催は揖斐普及会。

開催時間は 10 時〜。主催は大垣れんげ
の会。

①が開催時間は 13 時〜で自然農法につ
いて、②が 10 時〜で現地研修会（中濃
西部農園）。主催はぎふ普及会。

開催時間は 10 時〜。主催は中濃普及会。

自然農法セミナー

現地研修会など

岐阜県 詳細はＭＯＡ岐阜会館／下田普及員（090-2921-4449）まで。

　　　　　　　　　９月、10 月のイベント情報
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network 全国自然農法ネットワーク

イベント名 実施日 備考実施場所

自然農法ぶどう狩り体験 九戸村 盛岡普及会の生産
者ほ場。

紫波町オガール広
場にて

平成 26 年９月 18 日
〜 10 月中旬頃まで

参加対象は生産者会員、賛助会員とそ
のお友達です。ご希望の方は申込書を
FAX いたします。

岩手県 詳細は岩手県連合会事務局（TEL 019-661-5629）　y-maeda@moa-inter.or.jp まで

オーガニックフェスタ
in いわて 2014

家庭菜園セミナー・秋の水
稲研修

家庭菜園セミナー＆収穫祭

みちのく瑞泉郷まつり

紫波町

住田町

大船渡市

矢巾町

大船渡地域研究会
生産者ほ場

大船渡市
越喜来清水圃場

みちのく瑞泉郷

平成 26 年９月６日
９月７日

平成 26 年９月 21 日

平成 26 年 10 月 19 日

平成 26 年 10 月 26 日

10 時〜 16 時まで農産物即売会。自然
農法生産者、もりおか健康生活 NW、自
然食の MOA なども出店します。キッチ
ンガーデンの実演や、18 時からは講演
会やライブも予定されています。

開催時間は 10 時〜 14 時。盛岡普及会
の地場野菜や自然食の販売があります。

詳細は清水弘（0192-27-5573）まで

詳細は「知多自然農法研究会」／斉藤 （0569-34-7564）まで。

常滑市 斉藤自然農園

自然農法セミナー 一宮市 一宮市大和公民館  平成 26 年９月 12 日 開催時間は 10 時〜 12 時。

詳細は「食と美をすすめる会」／石黒（ 0586-44-0669）まで。

誰でもわかる！有機農業講座

自然農法セミナー

自然農法セミナー

新城市

長久手市

一宮市

新城市文化会館

長久手まちづくり
センター

一宮市奥町公民館

 平成 26 年９月 21 日

 平成 26 年９月 15 日

 平成 26 年９月 12 日

開催時間は 10 時〜 12 時。

開催時間は 10 時〜 12 時。

開催時間は 13 時 30 分〜 16 時。

詳細は「鳳来普及会」／夏目（0536-32-0235）まで。

詳細は「あいち長久手ファーム」／藤田（052-704-2589）まで。

詳細は「おもてなしの会」／名和（ 090-4469-2857）まで。

甚目寺観音手作り朝市 あま市 あま市甚目寺境内  毎月 12 日 開催時間は９時〜 12 時。
詳細は「菜っちゃんくらぶ」／栗田（090-8862-1680）まで。

自然農法セミナー  平成 26 年９月 14 日 開催時間は 10 時〜 12 時。

ウメちゃん会の朝市 小田原市 グリーンマーケット
MOA 小田原店駐車場

主に地元で採れた新鮮な野菜、果物の販
売会です。開催時間は８～１０時

神奈川県

栃木県

群馬県

茨城県

詳細は詳細は宮川普及員（080-1103-3887）まで

詳細は山川普及員（090-8420-9307）まで

詳細は MOA オレンジハウス新前橋店／担当栗原（027-252-3811）まで

詳細は三山普及員（070-1288-9945）まで

日光清流会駒場農園の収穫祭

那須黒羽営農研究会の収穫祭

日光市

大田原市

駒場農園

那須黒羽営農研究会
消費者体験田＆こだ
わりの郷瑞泉郷

平成 26 年 10 月に予定

平成 26 年９月 27 日

平成 26 年９月７日

水田での収穫体験などを実施します。

開催時間は 10 時半〜 14 時。
水田での収穫体験などを実施します。

みんないきいき野菜の日

水戸市環境フェスタ 2014

前橋市

水戸市

ＭＯＡオレンジ
ハウス新前橋店

偕楽園公園
四季の原

平成 26 年９月 20 日
10 月 18 日

平成 26 年 10 月５日

地産地消、地場野菜の販売会！詰め放題
が好評です。開催時間は 10 時〜 12 時。

開催時間は 10 時〜 16 時。
環境保全に対する意識を高めるフェスタ
です。茨城中央普及会が自然食の紹介と
農産物の販売で出展します。

地産池消・野菜の日 港区 東京療院正面
（品川税務署の
　   向かい側）

平成 26 年９月 17 日
10 月 15 日

東京生まれのとりたて自然農法産野菜が
都心で購入できます。
開催時間は 14 時〜 17 時 30 分。

東京都 詳細は地産地消・野菜の日実行委員会（03-3776-1941）まで

愛知県

　　　　　　　　　９月、10 月のイベント情報
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research 研究最前線
農業・環境・健康研究所 元鳥取農場長 / 中野喜美公益財団法人

代
か
き
か
ら
の
続
き

（
７
）
田
植
え

　

ミ
ノ
ル
産
業
製
の
４
条
田
植
え

機
を
使
用
し
ま
し
た
。
反
当
り
で

40
枚
の
植
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

（
８
）
除
草

　

代
か
き
し
た
１
週
間
後
、
ま

た
は
田
植
え
後
の
３
～
４
日
目
、

チ
ェ
ー
ン
ま
た
は
コ
ー
ト
ブ
ラ
シ
で
除
草
を

行
い
ま
し
た
（
補
植
は
そ
の
後
に
行
う
）。

そ
の
後
は
１
週
間
を
め
ど
に
２
回
行
い
ま
す

が
、
ホ
タ
ル
イ
と
一
年
生
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
が

６
月
中
旬
頃
よ
り
発
生
し
ま
し
た
。
稲
の
生

長
で
チ
ェ
ー
ン
の
効
果
が
低
下
し
た
た
め
、

手
押
し
除
草
機
と
大
昭
農
機
製
の
八
反
ず
り

と
い
う
機
械
を
使
い
、
手
動
で
株
間
除
草
を

行
い
、
最
後
は
手
取
り
で
の
除
草
と
な
り
ま

し
た
。
手
押
し
除
草
の
場
合
は
、
水
を
抜
き

雑
草
を
練
り
込
む
よ
う
に
し
て
行
い
ま
す
。

（
９
）
水
管
理

　

本
事
業
団
の
木
嶋
理
事
か
ら
の
指
導
に
よ

り
、
ヒ
エ
は
７
㎝
位
ま
で
自
活
で
き
る
が
、

そ
れ
以
上
は
酸
欠
で
枯
死
す
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
従
が
っ
て
10
㎝
以
上
の
水
位
、

手
押
し
除
草
後
は
高
い
土
が
出
な
い
程
度
に

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
中
干
し
が
あ
る
た
め

強
制
的
に
中
干
し
に
な
る
10
～
13
日
位
を
は

さ
ん
で
、
そ
の
後
は
７
㎝
の
水
位
を
８
月

い
っ
ぱ
い
維
持
し
て
、
そ
の
後
は
か
け
流
し

で
９
月
13
日
ご
ろ
水
止
め
し
ま
し
た
。

（
10
）
虫
対
策

　

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
は
昨
年
ま
で
１
株
に

２
～
４
匹
は
い
て
、
株
あ
た
り
半
分
余
り
の

退
化
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
対
策

と
し
て
畦
シ
ー
ト
を
田
植
え
後
の
１
～
２
株

の
内
に
立
て
回
す
と
、
そ
れ
以
上
は
侵
入
し

な
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
実
行
し
よ
う
と

思
っ
た
も
の
の
、
人
力
で
は
大
変
な
の
で
出

来
ず
に
い
ま
し
た
。

　

そ
の
代
案
と
し
て
、
代
か
き
の
翌
日
に

バ
ー
ナ
ー
で
畦
全
体
を
焼
き
青
草
が
変
色
す

る
ま
で
行
な
っ
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
今
の
と
こ
ろ
虫

類
は
あ
ま
り
見
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
イ

ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
に
関
し
て
も
１
株
に
１
匹

ず
つ
と
ま
っ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
程
度
に

な
り
ま
し
た
。ま
た
、イ
ナ
ゴ
の
食
害
に
よ
っ

て
収
穫
前
の
止
め
葉
に
か
な
り
の
被
害
が
出

て
い
ま
し
た
が
、
畦
畔
の
草
を
焼
く
こ
と
に

よ
っ
て
あ
ら
か
た
の
イ
ナ
ゴ
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
い
ご
に

　

自
然
農
法
の
米
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み

て
、
本
田
は
勿
論
、
育
苗
に
つ
い
て
も
無
肥

料
で
な
け
れ
ば
成
果
に
繋
が
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

　

育
苗
に
つ
い
て
で
す
が
、
特
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
の
が
地
温
の
確
保
で
す
。
そ
の
た
め

に
ど
う
す
る
の
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
最

初
は
床
土
の
面
よ
り
わ
ず
か
に
水
面
が
高
く

な
る
よ
う
に
調
整
し
、
そ
の
後
は
畝
ま
で
に

止
め
て
お
く
こ
と
が
地
温
の
確
保
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
畝
下

の
土
に
根
切
り
シ
ー
ト
を
張
っ
た
た
め
に
ク

ラ
ッ
ク
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
も
う
ま
く

い
く
要
因
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

稲刈りの様子。

子供たちも田植えのお手伝い。

スクスクと育つ自然米。

自然農法の米づくり③

田
植
え
か
ら
取
組
み
の
留
意
点
ま
で

作
目

水
稲
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）。
畑
作
（
ニ
ン
ジ

ン
、
根
深
ネ
ギ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
サ
ト
イ

モ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
葉
菜
類
、
マ
メ
類
、
果

菜
類
）
約
30
品
目
。

収
量　

水
稲
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

10
ａ
当
た
り
３
６
０
㎏
（
平
成
24
年
産
）

労
力　

本
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
人

研
究
面
積　

稲
作
35
ａ
、
畑
作
10
ａ

自
家
採
種　

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
葉
菜
類
、

連
作　

水
稲
、
ニ
ン
ジ
ン
、
サ
ト
イ
モ
、
サ
ツ
マ

イ
モ
、
ネ
ギ

土
壌
の
特
徴

埴
土
、
埴
壌
土
。

鳥
取
農
場
の
デ
ー
タ
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　今回の研究会に集まった皆さん。前列左
から山岸道代さん、奥野秀子さん、山下豊
作さん、後列左から溝口信子さん、田中安
間さん、奥野平喜知さん、竹中俊輔普及員、
松平悦子さん、松平正好さん、竹中義雄さ
ん。この他にもメンバーがいて、その時に
応じて自主的に参加する。

　８年前に富山県に生まれた自然農法研
究会。普及会の枠を超えての勉強会は、
自然農法の原点に立ち返るための知恵を
持ち寄る場となった。そして今年になっ
て新たな実証への取り組みが加わろうと
している。

富山県 / 自然農法研究会

原点に戻って
見えたもの
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今
年
こ
そ
、
３
年
前
に
亡
く
な
っ
た

お
母
さ
ん
の
墓
前
で
嬉
し
い
報
告
が
で

き
る
は
ず
だ
と
山
岸
道
代
さ
ん
は
思
っ

て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
今
年
の
田
ん
ぼ

が
見
違
え
る
ほ
ど
に
良
く
な
っ
て
い
る

の
だ
。
あ
れ
ほ
ど
悩
ま
さ
れ
て
き
た
草

が
極
端
に
減
り
、
田
ん
ぼ
を
黄
色
く
染

め
て
い
た
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
の
被
害

が
ウ
ソ
の
よ
う
に
消
え
た
。
そ
れ
は
、

仲
間
の
生
産
者
、
そ
し
て
何
よ
り
本
人

が
驚
く
ほ
ど
の
変
わ
り
よ
う
だ
っ
た
。

　

道
代
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
、
こ
の
場

所
で
自
然
農
法
の
米
づ
く
り
を
始
め
た

の
が
30
数
年
前
。
８
ａ
の
小
さ
な
田
ん

ぼ
だ
っ
た
が
、
コ
ツ
コ
ツ
と
自
然
農
法

を
守
り
続
け
て
き
た
。
暑
さ
が
増
す
６

月
に
は
、
毎
日
の
よ
う
に
田
ん
ぼ
に
入

り
草
を
取
っ
た
。
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム

シ
を
見
つ
け
て
は
手
で
取
り
除
い
た

が
、
多
勢
に
無
勢
だ
っ
た
。
あ
れ
だ
け

頑
張
っ
た
の
に
、
毎
年
田
ん
ぼ
は
黄
色

く
染
ま
り
、
収
量
は
反
当
た
り
１
、２

俵
が
精
一
杯
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で

も
愚
痴
ひ
と
つ
言
わ
ず
、
た
っ
た
独
り

で
自
然
農
法
を
続
け
る
母
親
の
後
ろ
姿

を
見
て
道
代
さ
ん
は
育
っ
た
。
そ
し
て

　

竹
中
普
及
員
の
実
証
水
田
で
は
、
溝
切

り
で
も
除
草
効
果
を
高
め
て
い
る
。

　

１
回
の
手
取
り
も
な
く
、

毎
年
絨
毯
に
な
っ
た
コ
ナ
ギ

が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。

　奥野平喜知、秀子ご夫妻。水田を清浄に保つことや自然観察をすること
で好成績につながっているという。

　食害も草もなく、スクスクと育つ稲。毎年、一面が黄色くなる水田を見
てきた道代さんにとって、初めて見る光景である。考え方を変えただけで、
これほどの違いが出ることに、本人も周囲も驚いた。
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８
年
前
に
そ
の
跡
を
継
い
だ
。
苦
労
を

間
近
で
見
て
き
た
だ
け
に
、
そ
れ
は
決

し
て
楽
な
選
択
で
は
な
か
っ
た
が
、
母

親
の
意
志
を
継
ぐ
者
は
自
分
し
か
い
な

か
っ
た
。宿
命
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　

引
退
後
も
手
伝
っ
て
く
れ
た
お
母
さ

ん
が
３
年
前
に
他
界
す
る
。
道
代
さ
ん

は
「
も
う
限
界
か
な
」
と
思
っ
た
。
し

か
し
、
そ
う
簡
単
に
30
数
年
の
苦
労
が

染
み
込
ん
だ
田
ん
ぼ
を
放
棄
で
き
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
頼
っ
た
の
が
、
当
初

か
ら
参
加
し
て
い
る
自
然
農
法
研
究
会

だ
っ
た
。
普
及
会
の
枠
を
超
え
て
、
誰

で
も
参
加
で
き
る
自
然
農
法
の
勉
強
会

と
し
て
富
山
県
を
担
当
す
る
竹
中
普
及

員
が
８
年
前
に
立
ち
上
げ
た
も
の
だ
。

　

月
に
１
回
開
か
れ
る
研
究
会
は
、
自

然
農
法
の
論
文
を
再
検
証
す
る
場
で
も

あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
農
薬
や
化
学

肥
料
を
使
わ
な
い
で
清
浄
な
田
ん
ぼ
に

す
れ
ば
収
量
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
と

さ
れ
て
い
た
が
、
現
実
は
そ
う
は
い
か

な
い
。
富
山
県
で
も
多
く
の
生
産
者
が

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
ん
で
い
た
。
し
か

し
、
論
文
で
は
も
っ
と
多
く
の
こ
と
が

示
唆
さ
れ
て
お
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
読

と
を
心
が
け
る
。
田
ん
ぼ
か
ら
の
声
な

き
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
く
た
め
だ
。
イ
ネ

ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
対
策
に
畦
畔
の
草
刈
り

と
春
水
た
ん
ぼ
、
草
の
対
策
と
し
て
は

チ
ェ
ー
ン
除
草
を
実
施
し
た
。

　

そ
し
て
、
た
っ
た
１
年
で
田
ん
ぼ
が

変
わ
っ
た
。
そ
の
理
由
を
ひ
と
言
で
説

明
で
き
な
い
。
た
だ
、
田
ん
ぼ
に
思
い

を
込
め
れ
ば
応
え
て
く
れ
る
の
を
感
じ

た
と
い
う
。
そ
れ
に
家
族
も
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
。「
来
年
も
同
じ
よ
う
に

作
れ
る
よ
う
に
頑
張
ら
な
く
て
は
」
と

道
代
さ
ん
は
笑
顔
に
な
っ
た
。

　

自
然
農
法
研
究
会
に
は
、
他
に
も
多

く
の
生
産
者
が
集
う
。
か
つ
て
、
自
分

の
お
米
が
知
人
を
病
か
ら
救
っ
た
経
験

の
あ
る
奥
野
平
喜
知
さ
ん
も
そ
の
ひ
と

り
。
そ
れ
以
来
、
そ
の
水
田
は
特
別
な

も
の
と
な
っ
た
。
徹
底
し
た
無
施
肥
栽

培
で
管
理
さ
れ
、
こ
の
自
然
米
は
市
場

に
出
な
い
。
た
だ
病
気
に
苦
し
む
人
に

提
供
さ
れ
、
人
の
幸
せ
の
た
め
の
自
然

農
法
を
実
践
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　

自
然
農
法
は
苦
労
で
は
な
く
喜
び
と

幸
せ
に
導
く
農
業
だ
。
そ
ん
な
米
づ
く

り
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

special 地産地消

母
親
か
ら
受
け
継
い
だ

小
さ
な
水
田
に

本
人
も
驚
く
変
化
が 　

チ
ェ
ー
ン
を
引
く
道
代
さ
ん
の

ご
主
人
。
田
植
機
の
車
輪
に
よ
る

も
の
と
の
相
乗
効
果
で
除
草
が
で

き
る
と
い
う
。
３
回
の
除
草
だ
っ

た
が
、
今
年
は
大
き
な
成
果
を
出

し
た
。

富山県
自然農法研究会

み
解
き
な
が
ら
活
路
を
見
出
す
努
力
が

積
み
上
げ
ら
れ
た
。

　

そ
の
中
で
、
竹
中
普
及
員
は
「
土
や

植
物
に
も
意
志
感
情
が
あ
る
」
こ
と
に

注
目
す
る
。
先
入
観
を
捨
て
、
田
ん
ぼ

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
素
直
に
受
け
止

め
て
み
る
と
自
分
の
エ
ゴ
に
気
づ
い
た

と
い
う
。
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
の
で

は
な
く
、
植
物
が
喜
ぶ
作
業
を
す
る
。

そ
れ
は
、
農
業
に
対
す
る
大
き
な
意
識

転
換
だ
っ
た
。
こ
の
考
え
に
基
づ
い
て

一
つ
一
つ
の
作
業
を
根
本
か
ら
見
直
し

た
と
こ
ろ
、
苦
痛
だ
っ
た
作
業
が
楽
に

な
り
、
収
量
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

　

研
究
会
で
そ
の
事
実
を
聴
い
た
道
代

さ
ん
は
驚
い
た
。
自
分
と
母
親
が
苦
労

を
重
ね
て
き
た
自
然
農
法
と
は
真
逆
の

農
業
が
そ
こ
に
あ
っ
た
か
ら
だ
。
さ
っ

そ
く
竹
中
普
及
員
の
技
術
指
導
を
受
け

た
。
ま
ず
、
自
然
を
よ
く
観
察
す
る
こ
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取り組む事業　開設から堆肥による土づくりにこだ
わり、一貫して安全な農産物の提供を行ってきまし
た。なお本農場の土壌は、第３紀層といわれる貝化
石を多く含んだミネラル分に富んだ土壌であるた
め、農作物は野菜本来のうま味が増し、大変好評を
得ています。現在、この事業は公益財団法人農業・
環境・健康研究所が引きついでいます。

　

植
物
の
世
界
で
は
新
参
者
が
古
参

の
名
前
を
変
え
さ
せ
た
と
い
う
例
が

あ
り
ま
す
。
１
年
草
の
キ
ク
科
タ
カ

サ
ブ
ロ
ウ
属
の
タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ
が
そ

の
ひ
と
つ
で
す
。
古
参
の
種
は
日
本

の
稲
作
伝
来
と
と
も
に
渡
来
し
、「
た

だ
れ
」
を
治
す
薬
効
が
あ
り
ま
す
。

昔
、
そ
の
草
か
ら
汁
を
採
取
し
て
い

た
高
三
郎
と
い
う
武
士
が
い
た
そ
う

で
す
。
も
と
も
と
墨
斗
草
（
ぼ
く
と

そ
う
）
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
、
墨
汁

を
買
え
な
い
ほ
ど
貧
窮
し
て
い
た
高

三
郎
が
、
そ
れ
を
墨
に
し
て
文
字
を

書
い
た
の
が
伝
わ
り
、
名
が
タ
カ
サ

ブ
ロ
ウ
に
な
っ
た
説
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
戦
後
に
南
米
か
ら
同
じ
属
の
植
物
が
渡

来
す
る
と
、
慣
例
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
タ
カ
サ
ブ
ロ

ウ
と
い
う
名
前
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

両
種
は
ほ
ぼ
同
じ
姿
形
を
し
て
お
り
、
明
確
に
区

別
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、古
参
の
方
に
「
モ
ト
」

を
つ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
別
名

で
モ
ト
タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

文
・
写
真
／
勝
倉
光
德

公益財団法人　農業・環境・健康研究所　勝倉光德

癒しの里紀行

長
野
県
◆
阿
南
瑞
泉
郷

ず
い
せん
き
う
ょ

巡
り

　
瑞
泉
郷
と
は
、自
然
農
法
の
実
証
展
示
を
行
い
な
が
ら
、

癒
し
を
求
め
る
方
の
た
め
の
公
園
整
備
を
行
い
、
一
般
に

公
開
し
て
い
る
施
設
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

長野県下伊那郡阿南町

阿南瑞泉郷の歩み

healing

プロフィール　「自然農法の里」阿南農場として昭
和 60 年 4 月 25 日にオープンして、今年で 29 年目
を迎えます。昭和 61 年に県、町、農協から補助金
が給付され、モデル堆肥舎が完成し、県内外の農家
および生産者グループが本農場で幾度にわたって研
修を開き、全国各地における自然農法の普及拡大に
貢献してきました。

アクセス　飯田方面から国道 151 号線を南下（豊橋
方面から北上）。農場看板と店舗跡のT字路を左折。
その後は、交差点やT字路の誘導看板に沿ってお
進みください。

モデル堆肥舎での実習（S61)東屋の建設（H13）

阿南農場の開場式 阿南農場の建設（S60）

瑞泉郷まつりでの五平餅づくり。

　

自
然
農
法
の
野
菜
苗
。
毎

年
約
３
千
本
の
苗
が
長
野
県

を
中
心
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

麦
の
収
穫
風
景
。

秋の阿南瑞泉郷。

瑞泉郷まつりでの収穫体験。

農業大学校生の研修の場に。

阿南町から職員を招き、食育セミナーを開催。

収
穫
期
を
迎
え
た
ト
マ
ト
。

　花や種がヒマワリを小さくしたも
のに似ているアメリカタカサブロウ

☎ 0260-22-3730

第５回

古
参
の
名
を
変
え
さ
せ
た

ア
メ
リ
カ
タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ
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草
を
食
ん
で
育
つ
羊
な
ど
の
動
物
を
糧

と
し
て
生
命
を
紡
い
で
き
た
。
車
窓
か

ら
は
折
々
に
広
大
な
草
原
の
一
角
を
占

め
る
小
麦
畑
を
見
か
け
る
が
、
私
は
何

気
な
く
農
薬
の
こ
と
を
聞
い
て
み
た
。

研
究
者
た
ち
は
少
し
戸
惑
い
な
が
ら
、

特
に
、
除
草
剤
の
使
用
は
さ
け
ら
れ

な
い
と
い
う
。「
そ
れ
は
、
モ
ン
ゴ
ル

の
文
化
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
矛
盾
を

は
ら
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。」

環
境
意
識
の
高
い
彼
ら
の
心
情
を
思
い

や
っ
て
私
は
言
葉
を
飲
み
込
ん
だ
。
私

は
モ
ン
ゴ
ル
の
大
草
原
・
文
化
と
共
生

で
き
る
自
然
農
法
の
稲
作
を
導
入
し
た

い
と
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

稲
の
栽
培
試
験
に
挑
む
何
人
か
の
現
地

の
人
々
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
研

究
所
か
ら
は
何
百
キ
ロ
も
南
方
に
あ
る

ウ
ブ
ル
ハ
ン
ガ
イ
県
の
村
を
目
指
す
。

行
け
ど
も
ゆ
け
ど
も
、
遠
く
に
な
だ
ら

か
な
丘
陵
を
抱
く
緑
の
草
原
が
広
が

る
。
空
と
草
原
の
み
の
風
景
だ
け
れ
ど

見
飽
き
る
こ
と
は
な
い
。
所
々
、
羊
や

山
羊
や
牛
な
ど
が
星
の
よ
う
に
群
れ
て

ゆ
っ
く
り
と
動
い
て
い
る
。
時
に
は
、

野
生
馬
の
一
群
が
た
て
が
み
を
な
び
か

せ
疾
走
す
る
光
景
に
も
遭
遇
す
る
。
車

は
幾
度
も
草
原
の
只
中
を
、
流
れ
る
川

の
浅
瀬
も
渡
っ
て
走
る
。
よ
う
や
く
訪

ね
た
人
々
の
稲
の
栽
培
は
、い
ず
れ
も
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
や
戸
外
で
設
え
た

手
製
の
２
，
３
坪
ほ
ど
の
田
に
苗
が
植

え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
程
度
の
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
自
身
の
稲

に
寄
せ
る
熱
い
思
い
を
身
に
染
み
て
感

ず
る
こ
と
が
で
き
た
。
確
か
に
、
遊
牧

の
民
の
国
で
、
稲
作
導
入
の
芽
は
わ
ず

か
な
が
ら
萌
え
は
じ
め
て
い
る
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
人
々
に
と
っ
て
草
原
は

生
き
る
基
盤
で
あ
り
文
化
そ
の
も
の
で

あ
る
。
彼
ら
は
、
雄
大
な
自
然
の
中
で

　

５
月
下
旬
、
１
週
間
ば
か
り
モ
ン
ゴ

ル
に
行
っ
て
き
た
。
日
本
の
４
倍
と
い

わ
れ
る
国
土
の
８
割
を
草
原
が
占
め
る

遊
牧
民
の
国
で
あ
る
。
近
年
、
豊
か
な

埋
蔵
資
源
に
よ
っ
て
著
し
い
経
済
成
長

を
遂
げ
る
一
方
で
、
貧
富
の
格
差
は
拡

大
し
、
食
糧
問
題
も
か
な
り
深
刻
で
あ

る
ら
し
い
。
冬
に
は
マ
イ
ナ
ス
40
度
に

も
な
る
過
酷
な
気
候
条
件
に
あ
っ
て
、

農
業
に
は
不
向
き
な
国
で
あ
る
。
し
か

し
、
私
が
現
在
進
め
て
い
る
育
種
の
手

段
に
よ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
稲
作
導

入
も
可
能
と
考
え
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル

国
立
の
農
業
研
究
所
を
訪
ね
、
現
地
の

研
究
者
た
ち
と
そ
の
実
現
を
目
指
す
道

筋
を
探
る
の
が
旅
の
目
的
で
あ
っ
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
で
の
稲
栽
培
の
試
み
は
、

実
は
、
日
本
作
物
学
会
の
名
誉
会
員
で

も
あ
る
著
名
な
農
学
者
、
折
谷
隆
志
博

士
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
博
士

は
、
こ
こ
10
年
以
上
、
モ
ン
ゴ
ル
の
首

都
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
稲
の
栽
培
と

育
種
の
実
験
を
試
み
、
当
地
の
ご
く
短

い
夏
季
の
間
に
稔
る
品
種
も
育
成
し
て

essay 種、いのち、を育てる㊴

い
る
。
当
地
へ
の
稲
作
導
入
は
可
能
と

示
唆
し
な
が
ら
、
な
お
多
く
の
解
決
す

べ
き
課
題
が
あ
る
と
い
う
。「
わ
が
国

が
寒
冷
の
地
、
北
海
道
に
稲
作
を
導
入

し
て
い
っ
た
よ
う
に
、
特
に
、
モ
ン
ゴ

ル
国
（
政
府
）
が
、
国
策
と
し
て
取
り

組
み
、
国
民
と
共
に
永
く
忍
耐
強
く
努

力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
博
士
は

訴
え
る
。

　

私
が
座
長
を
務
め
る
、
日
本
国
の
ア

ジ
ア
支
援
の
育
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
熱

帯
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
な
ど
11
か
国
が
参

加
）
に
お
い
て
、
折
谷
博
士
の
事
例
を

紹
介
し
な
が
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
稲
作

導
入
に
挑
戦
し
よ
う
と
提
案
し
た
。
モ

ン
ゴ
ル
代
表
の
、国
立
農
業
研
究
所
長
、

Ｂ
さ
ん
が
篤あ

つ

く
呼
応
し
て
き
て
、
モ
ン

ゴ
ル
で
初
め
て
稲
の
研
究
を
国
の
研
究

課
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。ち
な
み
に
当
研
究
所
は
、

小
麦
作
の
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
導
入
を
契
機

に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
50
周
年
を
迎
え

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

所
長
の
Ｂ
さ
ん
と
新
た
に
稲
作
研
究

の
担
当
者
と
な
っ
た
２
人
の

女
性
研
究
者
と
共
に
、車
で
、

モ
ン
ゴ
ル
へ
の
旅
①

静岡大学名誉教授　中井弘和

　モンゴル平原を車で走る。川に行く手を阻まれ、浅瀬を
探して渡る。
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調
味
液
に
入
れ
て
と
ろ
火
で
じ
っ
く
り

と
煮
ま
す
。
昔
の
調
味
液
は
醤
油
が
主

流
で
し
た
が
、
最
近
は
醤
油
と
砂
糖
を

主
と
し
て
、
み
り
ん
や
水
あ
め
、
は
ち

み
つ
、
香
辛
料
な
ど
を
加
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
調
味
液
を
材
料
の
内

部
に
十
分
に
浸
透
さ
せ
た
後
、
ざ
る
に

上
げ
て
急
冷
さ
せ
る
こ
と
で
表
面
に
光

沢
が
で
ま
す
。
ぴ
か
っ
と
光
る
佃
煮
は

し
っ
か
り
と
味
が
つ
い
て
い
て
、
い
か

に
も
お
い
し
そ
う
で
す
。

昆
布
や
の
り
の
佃
煮
は
辛
く
、
え

び
や
あ
み
な
ど
の
佃
煮
は
甘
く

味
付
け
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
佃
煮

の
一
種
「
し
ぐ
れ
煮
」
は
、
は
ま
ぐ
り

な
ど
を
た
ま
り
醤
油
で
味
付
け
し
た
も

の
で
、
三
重
県
の
特
産
品
で
す
。「
甘

露
煮
」
は
、
ア
ユ
や
ハ
ゼ
な
ど
を
焼
い

て
乾
し
た
後
に
と
ろ
火
で
煮
込
ん
だ
も

の
で
、
ア
ユ
の
甘
露
煮
が
有
名
で
す
。

こ
う
し
た
も
の
は
、
贈
り
物
と
し
て
も

大
変
喜
ば
れ
ま
す
。

　

佃
煮
は
弁
当
の
お
か
ず
や
お
に
ぎ
り

「
お
母
さ
ん
は
出
か
け
る
か

ら
、
ご
は
ん
を
炊
い
て
先

に
食
べ
て
い
て
ね
」「
お
か

ず
は
ど
う
す
る
の
？
」「
作

る
時
間
が
な
く
て
ご
め
ん

ね
。
こ
の
前
買
っ
て
き
た

佃
煮
は
あ
る
わ
よ
」「
わ

か
っ
た
！
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
!!
」

　

日
本
人
な
ら
誰
も
こ
れ
さ
え
あ
れ

ば
、
ご
は
ん
が
お
い
し
い
!!
。
そ
ん
な

魔
術
師
の
よ
う
な
佃
煮
で
す
が
、
そ
の

名
前
の
由
来
は
江
戸
時
代
に
江
戸
の
佃

島
で
初
め
て
製
造
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

原
材
料
は
主
に
魚
介
類
や
海
藻

で
、
い
か
な
ご
や
ワ
カ
サ
ギ
等

の
小
魚
は
そ
の
ま
ま
、
か
つ
お
等
の
大

き
な
魚
は
可
食
部
を
使
用
し
、
昆
布
や

の
り
な
ど
の
海
藻
も
材
料
と
し
ま
す
。

　

作
り
方
は
、
新
鮮
な
材
料
を
不
要
部

を
取
り
除
き
水
洗
い
し
、
貝
は
砂
を
吐

か
せ
て
か
ら
水
切
り
し
、
沸
騰
さ
せ
た

加工食品

の
具
に
も
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
富

な
種
類
が
並
ぶ
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り

は
、
佃
煮
の
種
類
が
多
い
お
か
げ
と
言

え
る
ほ
ど
で
す
。

　

エ
ム
オ
ー
エ
ー
に
は
、
九
州
産
の
岩

の
り
を
使
用
し
た
「
天
然
岩
の
り
」
を

は
じ
め
、
昆
布
の
佃
煮
の
「
か
つ
お
昆

布
」
と
「
椎
茸
昆
布
」、
山
椒
の
風
味

を
利
か
せ
た
「
山
椒
ち
り
め
ん
」、
カ

ツ
オ
節
の
味
が
効
い
た
「
生
姜
の
佃

煮
」、
き
く
ら
げ
特
有
の
食
感
を
活
か

し
た
「
ご
ま
き
く
ら
げ
」
の
６
種
の
佃

煮
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
国
内
産
の

原
材
料
を
、
平
安
醤
油
（
Ｍ
Ｏ
Ａ
特
別

栽
培
小
麦
と
農
林
水
産
省
特
別
栽
培
大

豆
使
用
）
を
主
に
、
砂
糖
や
み
り
ん
、

カ
ツ
オ
節
エ
キ
ス
な
ど
を
配
合
し
た
調

味
液
で
煮
た
も
の
で
、
市
販
品
に
よ
く

使
用
さ
れ
る
う
ま
み
調
味
料
の
ア
ミ
ノ

酸
な
ど
は
使
用
せ
ず
、
自
然
な
お
い
し

さ
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

実
り
の
秋
、
新
米
が
お
い
し
い
季
節

を
迎
え
ま
す
。
ご
は
ん
と
の
相
性
抜
群

で
江
戸
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
て
き

た
佃
煮
で
、
ご
は
ん
の
美
味
し
さ

を
存
分
に
味
わ
っ
て
下
さ
い
。

時
代
を
超
え
て
ご
は
ん
の
友
だ
っ
た

佃煮

health & food
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（元気の出るサツマイモ）

大
阪
府

岸
和
田
ネ
イ

チ
ャ
ー
普
及
会

熊
本
県

宇
土
普
及
会

なると金時
注文期間　９月１日〜
発送期間　随時
値　　段　2,000 円

限定数量　50 箱
発送形態　５㎏箱（サイズ混合）

支払方法　郵便振替用紙を同封

〒 596-0074　大阪府岸和田市本町 9-1「元気農園」
吉野保次　FAX（072）422-0391/TEL（080）5352 - 8356 

注
文
先

生
産
者
の
吉
野
さ
ん
ご
夫
妻

◎消費税込み、送料別

◎消費税込み、送料別

（太秋）　柿
注文期間　９月１日〜 11 月末
発送期間　10 月下旬〜 12 月初旬
値　　段　A=2,800 円、B=2,000 円

限定数量　各 100 箱
発送形態　A=3㎏箱（7 〜 8 玉入り / 秀品）
　　　　　 B=2㎏箱（5 〜 6 玉入り / 秀品）
支払方法　郵便振替用紙を同封

注
文
先

生
産
者
の
那
須
さ
ん
ご
夫
妻

千
葉
県

千
葉
中
央
普
及
会◎消費税込み、送料別

（ゆで落花生用）生落花生
注文期間　９月１日〜 10 月 15 日
発送期間　９月１日〜 10 月 15 日
値　　段　2,810 円 /3㎏、1,940 円 /2㎏

限定数量　なくなり次第終了
発送形態　３kg 箱 / ２㎏箱（水洗い、バラ詰め）

支払方法　郵便振替用紙を同封

〒 266-0004　 千葉県千葉市緑区平川町 1541
　　　　　　　　FAX・TEL/（043）291-4353（清水孝夫）
　　　　　　　　　　　TEL/（080）6801-1937（大畑忠之）

注
文
先

清
水
さ
ん
（
右
）
と
大
畑
さ
ん
（
左
）

〒 869-0412　熊本県宇土市岩古曽町 528　那須直敏
                     　  FAX・ TEL ／（0964）23 - 0972

shopping 産地等からの直送便
MOA 自然農法マーク MOA 自然農法転換期間中マーク MOA 特別栽培マーク

農薬の使用は、その地域の慣行農法の
基準の２分の１未満まで
化学肥料不使用

静
岡
県

大
仁
農
場

静
岡
県

大
仁
農
場

大仁特選 秋の旬野菜 セット

セット内容を自由に選びたい方はこちらから。

写真はイメージです。

大仁牧場牛乳

※パルセレクトは電話のみのご注文となります。

大仁牧場鶏卵
10 個入り

900㎖

900㎖

大仁牧場珈琲牛乳

注文期間　９月１日〜９月末
発送期間　ご注文より１週間〜 10 日前後

注文期間　９月１日〜９月末
発送期間　ご注文より１週間〜 10 日前後

値　　段　3,000 円　　　2,500 円
限定数量　50 セット
発送形態　大仁牧場産の牛乳（900㎖）と鶏卵（10 ヶ入）
　　　　　　＆旬野菜（クール便でお届けします）

※一般は 3,500 円で
のご提供になります。

※配送先は発注者のご住所のみとなります。贈答用等
　には下の「パルセレクト」をご利用下さい。

パル店（大仁農場）　〒 410-2311  静岡県伊豆の国市浮橋 1606 番地の 6 電話

FAX
（0558）79 - 1125
（0558）79 - 1130

ご
注
文
窓
口

各注文先に所定の方法でお申し込み下さい。

◎お支払いはお届け月の末に締めて翌月 10 日過ぎ頃に請求書を郵送致します。（請求書は商品には入りません）

MOAつうはん

大仁農場パル店

生産者に直接

MOA 商事『MOA つうはん』〒 413-0011  静岡県熱海市田原本町 9-1 熱海第一ビル 7 階 フリーダイヤル　通話料無料

FAX
（0120）555 - 872

（0557）84 - 2645

ご
注
文
窓
口

　欲しい商品だけを選ん
で電話で注文できるパル
の新しいサービスです。

　旬野菜は時期に
よ っ て 品 目 が 変
わってきます。

＋
＋

＝
の内容に調整してお届けします。

円 セット

乳製品、卵、旬野菜の自由な組
み合わせを電話注文で承り〜

3,000
旬野菜

＋

ご注文は

ご注文は

ご注文は

※セット内容の変更はできません。

生
産
者
の
菊
井
さ
ん
ご
夫
妻

梨
注文期間　９月１日〜９月 15 日
発送期間　９月下旬
値　　段　3,100 円

限定数量　100 箱
発送形態　５㎏箱（M 〜 L サイズ）
　　　　　　　（豊水５〜８玉、二十世紀６〜 10 玉入り）
　　　　　　　（２箱まで１梱包で発送可）

奈
良
県

吉
野
普
及
会

（豊水と二十世紀のセット）
○消費税込みの値段です。
○別途送料 600 円

●賛

○消費税込み ○送料込み（沖縄・離島は別途 500 円） 生産者会員、賛助会員価格●賛

賛
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７
月
25
、
26
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
第
７
回
中
国
地
域
有

機
農
業
情
報
交
換
会
が
岡
山

県
倉
敷
市
に
あ
る
「
く
ら
し
き

健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
」
で
開
か

れ
ま
し
た
。
初
日
の
25
日
は
、

公
益
財
団
法
人
農
業
環
境
健

康
研
究
所
副
理
事
長
の
陽
捷

行
氏
に
よ
る
「
環
境
を
基
と
し

た
農
医
連
携
の
ス
ス
メ
」
の
基

調
講
演
の
後
、「
野
菜
ト
ラ
ン

プ
で
野
菜
好
き
に
な
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
同

研
究
所
の
安
本
和
正
課
長
が
食
育
学
習
に
つ

い
て
発
表
を
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
で
は
、
瀬
戸
市
の
山
崎
諄
さ
ん

の
「
人
の
健
康
を
考
え
る
と
自
然
栽
培
」、

矢
掛
町
の
横
畑
光
師
さ
ん
の
「
自
然
米
で
自

然
治
癒
力
ア
ッ
プ
」
に
続
き
、
鳥
取
市
の
平

木
ひ
と
み
さ
ん
に
よ
る
「
土
寄
せ
除
草
機
の

開
発
に
つ
い
て
」
な
ど
、
中
国
地
域
で
活
躍

す
る
３
人
の
自
然
農
法
生
産
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で

も
土
寄
せ
除
草
機
は
開
発
途
中
の
新
し
い
技

術
と
あ
っ
て
、
来
場
者
か
ら
注
目
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
岡

山
市
サ
ウ
ス

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と

岡
山
市
内
の
河

原
農
園
の
視
察

研
修
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

お便り回覧板
食
育
推
進
養
成
講
座
を
さ
せ
て
頂
い
た
時
の
こ
と
。
７
、８
月

号
掲
載
の
中
井
弘
和
先
生
の
「
食
べ
物
と
か
ら
だ
」
を
指
導

員
の
一
人
が
読
ん
で
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
異
国
の
地
で
何
も
食

べ
物
が
な
か
っ
た
時
、
日
本
食
の
白
い
お
粥
に
塩
の
き
い
た
梅
干
し

だ
け
が
身
体
に
受
入
れ
た
と
、
そ
し
て
み
る
み
る
快
方
に
向
か
い
、

今
も
元
気
に
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
、
読
ん
で
く

れ
た
彼
女
の
体
験
談
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
主
人
の
お
兄
さ

ん
が
病
気
に
な
り
何
も
口
に
で
き
な
い
で
、
ど
ん
ど
ん
弱
っ
て
い
く

の
を
見
て
、
前
に
自
然
食
の
お
に
ぎ
り
だ
け
食
べ
ら
れ
て
元
気
に

な
っ
た
人
の
話
し
を
思
い
出
し
、
自
然
食
の
ソ
ー
メ
ン
を
茹
で
、
め

ん
つ
ゆ
と
共
に
持
っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
少
し
多
め
に
用
意
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
全
部
食
べ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
日
か
ら
め
き
め
き
良
く
な
り
、
退
院
し
た
と
。
ご
主
人
は
「
兄

貴
は
も
う
ダ
メ
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
と
後
で
話
し
た
そ
う
で
す
。

（
北
海
道
旭
川
市　

岩
見
田
浜
子
）

自
然
農
法
農
家
に
な
り
、
は
や
８
年
目
。
や
や
１
人
農
業
は
一

進
一
退
。生
計
を
た
て
ら
れ
る
事
を
夢
見
て
…
。信
念
を
持
っ

て
農
に
向
か
お
う
っ
と
。

（
青
森
県
二
戸
町　

田
頭
一
彦
）

堀
込
家
の
代
々
農
業
を
継
承
し
て
い
る
事
例
を
学
び
、
感
銘
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
単
に
農
業
を
引
き
継
ぐ
だ
け
で
な
く
、
社

会
の
動
き
を
見
つ
め
て
夫
々
に
努
力
し
、
須
賀
さ
ん
や
自
然
農
法

大
学
校
（
当
時
の
名
称
）
に
学
び
、
向
上
を
目
指
し
て
い
る
あ
り

方
が
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

（
三
重
県
東
員
町　

川
上
登
弘
）

我
家
は
梅
と
柑
橘
が
主
体
の
農
家
で
、
ポ
ン
カ
ン
、
デ
コ
ボ
ン

を
自
然
農
法
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
梅
に
も
挑
戦
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
貴
誌
上
で
の
実
践
農
家
紹
介
は
大
変
参
考
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
々
と
横
に
手
を
繋
げ
れ
ば
、
も
っ
と
視

野
が
拡
が
り
、
面
白
い
も
の
だ
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

（
和
歌
山
県
田
辺
市　

泉
廣
明
さ
ん
）

貸
農
園
で
小
さ
な
畑
を
借
り
て
３
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
農
園

は
無
農
薬
で
土
作
り
に
も
厳
し
い
規
制
が
あ
り
、
決
め
て
借

り
ま
し
た
。
な
か
な
か
収
穫
ま
で
大
変
で
、
雑
草
抜
き
も
汗
だ
く

で
し
た
が
、
２
年
目
か
ら
ミ
ミ
ズ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
土
も
良

く
な
り
、
収
穫
も
少
し
ず
つ
で
す
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
何
よ
り

鮮
度
が
抜
群
で
味
が
濃
く
、
見
栄
え
よ
り
感
動
の
日
々
で
し
た
。

（
兵
庫
県
神
戸
市　

山
下
幸
重
）

トピッ ス
第
７
回
中
国
地
域
有
機

農
業
情
報
交
換
会
開
く

members 読者コーナー

　今回は『柿』を 10 名様にプレゼント。ご希望の方は住所、氏名、
年齢、電話番号、会員番号、記事の感想とプレゼント名を書き添え
て下記までお申し込みください。

〒 410-2311　静岡県伊豆の国市浮橋 1606 の２
ＭＯＡ自然農法文化事業団「読者プレゼント」係

締
切

10
月
31
日

（
金
）

消
印
有
効

　当選は発送をもってかえさせていただきます。
　なお、お便り回覧板に掲載された方と当選者は必ず
しも一致いたしません。また天候の関係などで代替え
品になる場合もあります。予めご了承ください。

ク

プレゼ
ント

９月

10月

満
月
▽
９
日

満
月
▽
８
日

新
月
▽
24
日

新
月
▽
24
日

上
弦
▽
２
日

上
弦
▽
２
日

下
弦
▽
16
日

下
弦
▽
16
日

平木ひとみさんが開発中の除草機。
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ク
ラ
フ
テ
ィ

は
フ
ラ
ン
ス
の

伝
統
菓
子
の
ひ

と
つ
で
、
通
常

は
タ
ル
ト
生
地
を
敷
い
た
上
に

ブ
ラ
ッ
ク
チ
ェ
リ
ー
を
並
べ
、

生
地
を
流
し
覆
っ
て
焼
き
上
げ

ま
す
。
今
回
の
よ
う
に
タ
ル
ト

生
地
を
使
用
し
な
か
っ
た
り
、

旬
の
果
物
を
代
用
す
る
こ
と
も

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
の
味
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　

り
ん
ご
は
高
血
圧
の
予
防
効

果
の
あ
る
カ
リ
ウ
ム
や
疲
労
回

復
に
効
く
有
機
酸
や
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
な
ど
を
含
ん
で
い
ま
す
。
か

ぼ
ち
ゃ
は
肌
荒
れ
や
シ
ワ
の
予

防
、
髪
や
爪
を
き
れ
い
に
保
つ

かぼちゃとりんごのクラフティ をつくりましょう

　ボウルに卵と砂糖を入れ混ぜ、
薄力粉をふるい入れ、よく混ぜる。

　生クリームと牛乳を❸に加え更
に混ぜる。

　

❶
と
❷
を
耐
熱
容
器
に
入
れ
、
❹
の
生
地

を
具
材
の
頭
が
見
え
る
程
度
に
流
し
込
む
。

　天板に容器
を乗せ、半分
の 高 さ ま で
熱 湯（ 分 量
外）を入れ、

150℃に予熱しておいたオーブンで 20 分程
蒸し焼きにする。焼きあがったら粗熱をとり、
冷蔵庫で冷やす。

　かぼちゃは皮をまだらにむき、
食べやすい大きさに切って、固め
に下茹でしておく。

　

り
ん
ご
は
皮
を
む

き
、
食
べ
や
す
い
大
き

さ
に
切
る
。
オ
ー
ブ
ン

は
１
５
０
℃
に
予
熱
し

て
お
く
。

※アイディアをお持ちの方は、編集部までお手紙下さい。参考にさせていただきます。

効
果
の
他
、
動
脈
硬
化
や
高
血

圧
の
改
善
効
果
が
あ
る
カ
ロ
テ

ン
を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
。

か
ぼ
ち
ゃ
の
場
合
、
皮
と
実
の

間
の
栄
養
価
が
高
い
た
め
、
自

然
農
法
の
も
の
で
あ
れ
ば
皮
ご

と
調
理
す
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。

❷

❸

❶

使う材料

○かぼちゃ　　　　　　40g
○りんご　　　　　　　20g
○卵　　　　　　　　　1 個
○生クリーム　　　　  50㏄
○牛乳　　　　　　　  50㏄
○砂糖　　　　　　　　25g
○薄力粉　　　　　　　10g

調理時間

40 分

エネルギー

313㎉

塩分

0.4g

（2 人分 ）

（冷蔵庫で冷やす時間は除く）

おやつのレシピnatural sweet

❺

❹

●ここがポイント　オーブンの種類によって温度と時間を調節して
ください。串をさして液が溢れ出してこなければ焼きあがりです。

❻



　　　　　　　　　　　つ く り 方

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

萬
両
美
幸
さ
ん

’の

栄
養
士

（４人分）「材料」

　

ご
ぼ
う
は
、
古
く
か
ら
日
本
人
に
親

し
ま
れ
て
き
た
野
菜
で
す
が
、
食
用
と

し
て
い
る
国
は
少
な
く
、
珍
し
い
食
材

の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
物
繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ
、
便
秘

予
防
や
大
腸
ガ
ン
予
防
、
血
糖
値
の
上

昇
を
抑
え
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を

防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
抗
酸

化
作
用
が
あ
る
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
な
ど
の

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
お
り
、

動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
の
予
防
に
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
ぼ
う
を

長
く
水
に
さ
ら
す
と
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
な
る
べ
く
皮

は
む
か
ず
水
に
さ
ら
さ
ず
、
す
ぐ
に
調

理
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

編
集

発
行

人
／

水
野

昌
司

　
発

行
所

／
一

般
社

団
法

人
　

M
O

A
自

然
農

法
文

化
事

業
団

　
〒

410-2311　
静

岡
県

伊
豆

の
国

市
浮

橋
1601

番
地

の
1　

編
集

部
／

〒
410-2311　

静
岡

県
伊

豆
の

国
市

浮
橋

1606
番

地
2　

電
話

0558 (79) 1113　
FA

X 0558 (79) 1115　
　

　
会

員
管

理
係

／
電

話
0558（

79）
0077　

FA
X 0558 (79) 0216
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健
康
野
菜
ク
ッ
キ
ン
グ

調理時間 カロリー 塩分
約25分 140kcal 0.8g ( １人分）( １人分 )

一
口
ア
ド
バ
イ
ス

ご
ぼ
う
の
か
ら
揚
げ

●ごぼう                200g
●だし汁               300㏄
●しょう油（薄口）
                        大さじ１
●みりん            大さじ１
●薄力粉                100g
●洋風だしの素
                    １袋（10g）

①ごぼうは水でよく洗い、皮ごと 6㎝長さの
　4 等分に切る。

③②のごぼうをザルにあげ、薄力粉と洋風だ
　しの素を混ぜ、ごぼうにまんべんなくまぶ
　す。※ごぼうを煮ただし汁は他の料理にお
　使い下さい。

②鍋にだし汁を入れ、しょう油とみりんを加
　え火にかける。沸いてきたらごぼうを入れ
　3 分程煮る。

④鍋に油（分量外）を入れ熱し、180℃程度
　で③を軽く揚げる。


